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 「暑さ寒さも彼岸まで」というように、日に日に暑さがやわらぎ、過ごし

やすい気候になりました。秋は、お米や大豆、里いもなど、昔から日本人の

食生活に欠かすことのできない作物が収穫を迎える季節です。また、漢字

で「秋刀魚」と書くサンマをはじめ、サケ、サバ、カツオなどの魚は、秋に

なると脂がのっておいしくなります。秋の実りや自然の恵みに感謝し、旬

の食べ物をおいしくいただきましょう。 

10 月 20 日の給食に熊野鯛と新姫がでます！✨ 
 

熊野鯛は、熊野市でしか収穫されない幻の柑橘「新姫」を飼料に配合し、立派に育っ

たブランド鯛です。新姫を配合することで臭みがなく、しっかりとした食感に甘みが引

き立ちます。 

また、新姫は、熊野市新鹿町で偶然発見された新しいかんきつで、平成 9 年に品種

登録されました。果実は直径 3ｃｍ前後で、小さくてかわいいかんきつです。酸味が強

く、爽やかな香りに特徴があります。 

☆新姫は熊野市ふるさと振興公社さんに寄付していただきます☆ 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ数年で、「SDGs」という言葉をよく目にするようになりました。SDGsとは

「持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals）」を略した言葉で、国

際連合に加盟する193の国々が、2030年までに達成すべき17の目標です。現在、

世界ではさまざまな課題を抱えていますが、これらを解決し、世界中のすべての人び

とが、安心して暮らし続けられる社会を目指すものです。 

地産地消を推

進しています 

安心して食べられ

るよう衛生的に調

理しています 

 

みんなで同じ

ものを 

食べることが

できます 

栄養バランスを

考えた献立を提

供しています 

自分が食べられる量

を考え、食べる前に

調整する 

食器を大切に使う 給食から、バラ

ンスのよい食事

について学ぶ 

 

食べられる人

は、なるべく残

さず食べる 


